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喜多方市では古代文字（漢字）を活かした
まちづくりを行っており、『繫』は喜多方
建設事務所を表した古代文字で、地域との
繫がりを大切にし、地域の想いを形にする
姿をイメージしたものです。

喜多方市字二丁目地内主要地方道喜多方会津坂下線（ふれあい通り）の「三十八間蔵（国
登録有形文化財）」に隣接する「蔵庭」の供用を開始しました。
喜多方市は蔵のまちとして年間を通じ多くの観光客が市中心部を訪れており、市街地を散策する観

光客の憩いのスペース・地域の活性化につながる「蔵庭」の整備を令和元年度より進めてまいりました。
○概 要：延長L=106m  ベンチ(4基)、板塀(99m)、植栽木(3本・ナナカマド) 
※「蔵庭」・・・・・喜多方の風土にあったポケットパーク
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三十八間蔵 蔵庭 既 整 備 蔵 庭

三十八間蔵 稲荷神社
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